
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】内視鏡などの医療用機器の殺菌に適し、用時に

安全かつ速やかに調製可能な殺菌用水性組成物及びその

製造方法を提供する。

【解決手段】殺菌用水性組成物の製造方法であって、一

般式（II）：

　

　

（式中、ＲはＣ１－Ｃ２０の置換若しくは無置換のアル

キル基、又はＣ６－Ｃ３０の置換若しくは無置換のアリ

ール基を示す）で表されるアシルイミダゾールと過酸化

水素源を含む水溶液とを混合して対応するペルオキシカ

ルボン酸を生成させる工程を含む方法。

【選択図】図１

JP 2007-197416 A 2007.8.9



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 一 般 式 （ II） ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換
若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル と 過 酸 化 水 素 源 を 含
む 水 溶 液 と を 混 合 し て 対 応 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 さ せ る 工 程 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
Ｒ が Ｃ １ － Ｃ １ ０ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 又 は Ｃ ２ － Ｃ １ ０ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 で あ
る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
Ｒ が メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 メ ト キ シ メ チ ル 基 、 ２ － メ ト キ シ エ チ ル 基 、 又 は ２ － エ ト キ シ
エ チ ル 基 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
Ｒ が メ チ ル 基 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
過 酸 化 水 素 源 が 過 酸 化 水 素 又 は 過 酸 化 物 で あ る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
水 溶 液 中 の 過 酸 化 水 素 源 濃 度 が ３ ０ ％ 未 満 で あ る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
該 ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル を 過 酸 化 水 素 １ モ ル 当 た り １ ． ０ 当 量 以 下 の 割 合 で 用 い る 請 求 項 １
な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
ｐ Ｈ 調 整 剤 の 存 在 下 で ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 さ せ る 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
ｐ Ｈ 調 整 剤 が 、 酸 と そ の 塩 と の 組 合 せ か ら な る 緩 衝 剤 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
金 属 封 鎖 剤 、 腐 食 防 止 剤 、 安 定 化 剤 、 及 び 界 面 活 性 剤 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る 1以 上 の 物
質 の 存 在 下 で ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 さ せ る 請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に よ り 得 ら れ た ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を
含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 に よ り 得 ら れ た ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を
含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 と 殺 菌 対 象 物 と を 接 触 さ せ る 工 程 を 含 む 殺 菌 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
殺 菌 方 法 で あ っ て 、 下 記 の 工 程 ：
（ ａ ） 請 求 項 １ に 記 載 の 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル と 過 酸 化 水 素 源 を 含
む 水 溶 液 と を 混 合 し て 対 応 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 調 製 す る
工 程 ； 及 び
（ ｂ ） 上 記 工 程 （ ａ ） で 得 ら れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 と 殺 菌 対 象 物 と を 接 触 さ せ る 工 程
を 含 む 方 法 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
殺 菌 対 象 物 が 医 療 用 機 器 で あ る 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
殺 菌 対 象 物 が 内 視 鏡 で あ る 請 求 項 １ ２ 又 は １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 製 造 す る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 一 般 式
（ II） ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換
若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル を 含 む 組 成 物 と 過 酸
化 水 素 源 を 含 む 組 成 物 と を 含 む キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 の 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 組 成 物 が さ ら に ｐ Ｈ 調 整 剤 を 含 む 請 求 項 １ ６ に 記 載 の キ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ８ 】
ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 製 造 す る た め の 試 薬 で あ っ て 一 般 式 （ II
） ：
【 化 ３ 】
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換
若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル を 含 む 試 薬 。
【 請 求 項 １ ９ 】
Ｒ が Ｃ １ － Ｃ １ ０ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 で あ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 試 薬 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
Ｒ が メ チ ル 基 で あ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 試 薬 。
【 請 求 項 ２ １ 】
Ｒ が Ｃ ２ － Ｃ １ ０ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 で あ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 試 薬 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
Ｒ が ２ － エ ト キ シ エ チ ル 基 で あ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 試 薬 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 製 造 方 法 及 び 殺 菌 方 法 に 関 す る 。 よ り 具 体 的 に は 、 本 発 明 は
内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 殺 菌 に 適 し た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 製 造 方 法 及 び 該 組 成 物 を 用 い た
殺 菌 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 は 、 使 い 捨 て に で き ず 、 患 者 に 直 接 接 触 す る こ と か ら 、 よ り 安 全 な
消 毒 又 は 滅 菌 を 施 し て 次 の 診 療 等 に 用 い る 必 要 が あ る 。 し か し 、 特 に 規 模 の 小 さ い 病 院 で
は １ つ の 機 器 を 短 時 間 で 使 い 回 す こ と が 多 い 。 そ の た め 、 医 療 用 機 器 の 消 毒 又 は 滅 菌 に 用
い る 組 成 物 と し て は 、 幅 広 い 微 生 物 を 死 滅 さ せ る 作 用 を 有 し 、 か つ 短 時 間 で 医 療 用 機 器 を
消 毒 又 は 滅 菌 で き る 組 成 物 が 望 ま れ て い る 。 ま た 、 安 全 性 の 観 点 か ら 、 該 組 成 物 中 の 化 合
物 等 の 量 は 可 能 な 限 り 少 な い こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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従 来 、 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 洗 浄 及 び 殺 菌 用 組 成 物 と し て は 、 市 販 品 と し て 、 グ ル タ ル
ア ル デ ヒ ド 等 の ア ル デ ヒ ド を 有 効 成 分 と す る 組 成 物 が 知 ら れ て い る 。 し か し 、 グ ル タ ル ア
ル デ ヒ ド に つ い て は 、 芽 胞 に 対 す る 殺 菌 作 用 が 弱 い こ と や ア レ ル ギ ー の 原 因 と な る な ど 、
医 療 現 場 に お け る 種 々 の 問 題 が 近 年 指 摘 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
一 方 、 過 酢 酸 は 高 濃 度 で は 皮 膚 や 眼 な ど へ の 刺 激 性 や 臭 い が 強 い が 、 殺 菌 剤 と し て 使 用 さ
れ る 実 用 液 （ 一 般 に ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ５ ％ の 過 酢 酸 濃 度 ） で は 刺 激 性 や 臭 い も 比 較 的 弱 い 。
ま た 、 過 酢 酸 の 分 解 物 は 無 害 な 酢 酸 、 水 、 及 び 過 酸 化 水 素 （ さ ら に 酸 素 と 水 に 分 解 さ れ る
） で あ り 、 環 境 汚 染 の 問 題 も な い 。 従 っ て 、 過 酢 酸 を 有 効 成 分 と す る 殺 菌 ・ 消 毒 剤 は 、 グ
ル タ ル ア ル デ ヒ ド や オ ル ト フ タ ル ア ル デ ヒ ド 製 剤 に と っ て 代 わ り 得 る 殺 菌 ・ 消 毒 剤 と し て
期 待 さ れ て い る 。 通 常 、 殺 菌 ・ 消 毒 剤 と し て 用 い ら れ る 過 酢 酸 は 過 酢 酸 製 剤 の 形 態 で 提 供
さ れ 、 使 用 時 に 希 釈 し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
例 え ば 、 過 酢 酸 を 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 消 毒 に 用 い る 場 合 、 ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ５ ｗ ／ ｖ ％
の 範 囲 の 最 終 濃 度 と な る よ う に 用 時 調 製 す る の が 一 般 的 で あ る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ，
０ ７ ７ ， ０ ０ ８ 号 明 細 書 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 専 用 の 装 置 Ｓ Ｔ Ｅ Ｒ Ｉ Ｓ  Ｓ Ｙ Ｓ Ｔ Ｅ Ｍ  １
（ 登 録 商 標 ） （ ス テ リ ス コ ー ポ レ ー シ ョ ン 社 製 ） を 用 い て ０ ． ２ ｗ ／ ｖ ％ の 最 終 濃 度 に 用
時 希 釈 さ れ 単 回 使 用 さ れ る 抗 菌 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。 英 国 で 市 販 さ れ て い る Ｎ ｕ － Ｃ
ｉ ｄ ｅ ｘ （ Ｊ ｏ ｈ ｎ ｓ ｏ ｎ  ＆  Ｊ ｏ ｈ ｎ ｓ ｏ ｎ  Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｌ  Ｉ ｎ ｃ ． ） は 過 酢 酸 濃 厚
液 、 安 定 化 剤 、 及 び 緩 衝 化 剤 か ら な り 、 使 用 時 に 安 定 化 剤 及 び 緩 衝 化 剤 で 過 酢 酸 濃 厚 液 を
希 釈 し て ０ ． ３ ５ ｗ ／ ｖ ％ の 過 酢 酸 最 終 濃 度 と な る よ う に 調 整 す る が 、 希 釈 し て 得 ら れ る
水 性 組 成 物 の 使 用 期 限 は １ ～ ３ 日 と さ れ て い る 。 日 本 に お い て 市 販 さ れ て い る ア セ サ イ ド
（ サ ラ ヤ 株 式 会 社 製 ） は ６ ％ 過 酢 酸 溶 液 を 含 む 第 １ 剤 と 緩 衝 剤 な ど を 含 む 第 ２ 剤 か ら な り
、 使 用 時 に 両 剤 を 混 合 し て 水 で 希 釈 す る こ と に よ り ０ ． ３ ｗ ／ ｖ ％ の 過 酢 酸 最 終 濃 度 で 用
い る も の で あ り 、 使 用 期 限 は 水 性 組 成 物 の 調 製 後 ５ ～ ７ 日 間 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
過 酢 酸 を 殺 菌 剤 と し て 用 い る 場 合 、 希 釈 前 の 高 濃 度 過 酢 酸 製 剤 の 取 り 扱 い 性 に 問 題 が あ る
。 高 濃 度 過 酢 酸 製 剤 は 酢 酸 様 の 強 い 刺 激 臭 が あ り 、 皮 膚 や 眼 な ど へ の 刺 激 性 も 非 常 に 強 い
こ と か ら 、 万 一 の こ と を 考 え 注 意 深 い 取 り 扱 い が 必 要 で あ る 。 ま た 、 過 酢 酸 は 高 濃 度 に な
る ほ ど 自 己 反 応 性 が 高 ま り 爆 発 の 危 険 性 を 有 す る よ う に な る た め 、 市 販 可 能 な 製 剤 と し て
の 濃 度 に は 上 限 が あ る 。 こ の 製 剤 の 濃 度 の 上 限 を 規 制 す る 法 規 は 各 国 に よ り 内 容 が 異 な る
こ と か ら 、 同 じ 医 療 機 器 で あ っ て も 殺 菌 ・ 消 毒 方 法 に レ ベ ル の 違 い が 生 じ る こ と も 副 次 的
な 問 題 と し て 挙 げ ら れ る 。 低 濃 度 過 酢 酸 溶 液 （ 一 般 に ０ ． ２ ～ ０ ． ３ ５ ％ ） で は 刺 激 性 や
臭 気 も 弱 く 取 り 扱 い 性 に も 問 題 が な い こ と か ら 、 高 濃 度 過 酢 酸 製 剤 を 希 釈 す る 操 作 を 経 ず
に 低 濃 度 の 過 酢 酸 溶 液 を 安 全 か つ 速 や か に 用 時 調 製 す る こ と が で き れ ば 、 消 毒 作 業 者 に 対
す る 安 全 性 や 作 業 環 境 負 荷 を 大 き く 軽 減 で き る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 調 製 に 関 す る 種 々 の 方 法 が 「 Organic Peroxides」 、 第 １ 巻 、 D.S
wern Ed、 Wiley Interscience（ １ ９ ７ ０ ） 、 第 ３ １ ３ ～ ３ １ ５ 頁 （ 非 特 許 文 献 １ ） に 説
明 さ れ て い る 。 記 載 さ れ て い る 反 応 の ほ と ん ど は 、 例 え ば 、 過 酸 化 水 素 を 用 い た 加 過 酸 化
水 素 分 解 反 応 の 出 発 物 質 と し て 、 対 応 す る カ ル ボ ン 酸 、 酸 無 水 物 、 酸 塩 化 物 、 又 は ア ル デ
ヒ ド を 使 用 し て い る 。 ま た 反 応 の 一 つ と し て 、 カ ル ボ ン 酸 の イ ミ ダ ゾ リ ド の ア ル カ リ 加 過
酸 化 水 素 分 解 を 使 用 し て ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 し て い る （ Folli、 U等 （ １ ９ ６ ８ ）
、 Bollettino、 ２ ６ 、 第 ６ １ ～ ６ ９ 頁 （ 非 特 許 文 献 ２ ） に 記 載 ） 。 し か し な が ら 、 本 発 明
者 が 知 る 限 り 、 酸 性 条 件 下 で カ ル ボ ン 酸 の イ ミ ダ ゾ リ ド の 加 過 酸 化 水 素 分 解 を 試 み た 反 応
例 は 報 告 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 方 、 洗 濯 用 洗 剤 分 野 に お い て 、 過 酸 素 漂 白 剤 前 駆 体 （ 主 に 過 酸 素 源 ） と 漂 白 活 性 化 剤 （
主 に ア シ ル 化 剤 ） と の 組 み 合 わ せ を 同 一 又 は 別 個 の 組 成 物 で 使 用 す る こ と は 周 知 で あ る 。
漂 白 前 駆 体 と 漂 白 活 性 化 剤 と を 水 性 洗 濯 液 に 添 加 す る と 、 過 酸 化 物 ア ニ オ ン が 漂 白 活 性 化
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剤 に 反 応 し 、 通 常 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 ア ニ オ ン を 形 成 す る 。 洗 濯 液 の 状 態 は 常 に ア ル カ
リ 性 で あ り 、 通 常 は pHが 少 な く と も ９ で あ る 。 し か し な が ら 、 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 は 塩
基 性 条 件 で 不 安 定 で あ り 、 特 に ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の pKa以 上 の pH条 件 で は 分 解 が 急 速
に 進 行 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 こ の こ と は １ 回 ご と に 洗 濯 液 を 廃 棄 す る よ う な 洗 濯 用 洗
剤 分 野 に お い て は 実 用 上 の 問 題 と は な ら な い が 、 殺 菌 の 為 に 一 定 時 間 以 上 の 浸 漬 を 必 要 と
し 、 か つ コ ス ト 上 の 制 約 か ら 液 剤 の 繰 り 返 し 使 用 が 望 ま れ て い る よ う な 分 野 、 例 え ば 医 療
現 場 に お け る 内 視 鏡 な ど の 医 療 器 具 の 殺 菌 ・ 消 毒 に お い て は 深 刻 な 問 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 特 表 平 ８ － ５ ０ ９ ６ ９ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） 、 特 表 平 ８ － ５ ０ ９ ６ ９ ６ 号 公 報 （
特 許 文 献 ３ ） に は 、 そ れ ぞ れ 過 酸 素 源 と ア シ ル 供 与 体 と を 酸 性 条 件 下 で 反 応 さ せ 、 よ り 強
力 な 酸 化 種 を 発 生 さ せ る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 生 成 す る ペ ル オ キ シ カ ル
ボ ン 酸 の 濃 度 に 関 し て 何 ら の 情 報 も 記 載 さ れ て お ら ず 、 ま た 、 開 示 さ れ て い る 実 施 例 の 方
法 で は い ず れ も 過 酸 素 源 と ア シ ル 供 与 体 と の 反 応 が 遅 く 、 さ ら に は ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸
濃 度 の 変 動 幅 が 大 き い と い う 問 題 を 有 し て い る 。 そ の た め 、 殺 菌 剤 と し て の 利 用 を 考 え た
場 合 、 一 定 し た 抗 菌 活 性 が 得 ら れ ず 、 例 え ば 医 療 現 場 に お け る 内 視 鏡 な ど の 医 療 器 具 の 殺
菌 ・ 消 毒 に 用 い る こ と は 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ３ ０ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ４ ） に は 、 延 長 さ れ た 活 性 寿 命 を 有 す る 殺 菌 剤
の 調 製 方 法 と し て 、 迅 速 な ア セ チ ル 化 剤 （ 例 え ば TAED） 及 び 緩 速 な ア セ チ ル 化 剤 （ 例 え ば
ア セ チ ル サ リ チ ル 酸 ） を 併 用 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 刊 行 物 に は
所 望 の 性 能 を 単 独 の ア セ チ ル 化 剤 で 実 現 す る 可 能 性 に つ い て は 述 べ ら れ て い な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ０ ７ ７ ， ０ ０ ８ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ９ ６ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ９ ６ ９ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 表 平 ９ － ５ ０ ０ ６ ３ ０ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 Organic Peroxides、 第 １ 巻 、 313-315（ 1970）
【 非 特 許 文 献 ２ 】 Bollettino., 26, 61-69 （ 1968）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 、 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 用 時 に 安 全 か つ 速 や か に 調 製
可 能 な 方 法 、 及 び 該 製 造 方 法 に よ り 調 製 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 用 い た 殺 菌 方 法 を 提 供
す る こ と を 課 題 と す る 。 本 発 明 の 方 法 は 好 ま し く は 内 視 鏡 等 の 医 療 用 機 器 の 殺 菌 に 使 用 さ
れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 者 ら は 上 記 の 課 題 を 解 決 す べ く 鋭 意 研 究 を 行 い 、 N－ ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル な ど の ア
シ ル 化 合 物 と 過 酸 化 水 素 と を 酸 性 条 件 下 で 混 合 す る こ と に よ り 、 速 や か に ペ ル オ キ シ カ ル
ボ ン 酸 が 生 成 す る こ と を 見 出 し た 。 よ り 具 体 的 に は N－ ア セ チ ル イ ミ ダ ゾ ー ル な ど の ア シ
ル 化 合 物 と 過 酸 化 水 素 と の 反 応 に よ り 速 や か に ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 が 生 成 す る こ と 、 及
び 得 ら れ た ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 水 性 組 成 物 が 細 菌 芽 胞 を 短 時 間 で 殺 滅 可 能 な 程 度
の 十 分 な 殺 菌 作 用 を 有 し て お り 、 か つ 一 定 時 間 以 上 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 濃 度 が 維 持 さ
れ 、 繰 り 返 し 使 用 可 能 な 殺 菌 剤 と し て も 利 用 可 能 で あ る こ と を 見 出 し た 。 本 発 明 は こ れ ら
の 知 見 を 基 に 完 成 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
す な わ ち 、 本 発 明 に よ り 、 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 一 般 式 （ Ｉ ） ：
【 化 １ 】
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（ 式 中 、 Ｌ は 脱 離 基 を 示 し 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は
Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 と 過 酸
化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 と を 混 合 し て 対 応 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 さ せ る 工 程 を 含
む 方 法 が 提 供 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 に よ り 、 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 と
過 酸 化 水 素 源 を 含 む ｐ Ｈ ２ ～ ６ の 水 溶 液 と を 混 合 す る こ と に よ り 得 る こ と が で き る 対 応 ペ
ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 発 明 の 好 ま し い 態 様 に よ れ ば 、 該 ア シ ル 化 合 物 と し て 下 記 の 一 般 式 （ II） ：
【 化 ２ 】
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換
若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル を 用 い る 上 記 の 方 法
； Ｒ が Ｃ １ － Ｃ １ ０ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 又 は Ｃ ２ － Ｃ １ ０ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 で
あ る 上 記 の 方 法 ； Ｒ が メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 メ ト キ シ メ チ ル 基 、 ２ － メ ト キ シ エ チ ル 基 、
又 は ２ － エ ト キ シ エ チ ル 基 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は メ チ ル 基 で あ る 上 記 の 方 法 ； 水 溶 液
中 の 過 酸 化 水 素 濃 度 が ３ ０ ％ 未 満 、 好 ま し く は ５ ％ 未 満 、 最 も 好 ま し く は １ ％ 未 満 で あ る
上 記 方 法 ； 該 ア シ ル 化 合 物 を 過 酸 化 水 素 １ モ ル 当 た り １ ． ０ 当 量 以 下 、 好 ま し く は ０ ． ５
当 量 以 下 の 割 合 で 用 い る 上 記 の 方 法 ； ｐ Ｈ 調 整 剤 の 存 在 下 で ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成
さ せ る 上 記 の 方 法 ； 及 び 金 属 封 鎖 剤 、 腐 食 防 止 剤 、 安 定 化 剤 、 及 び 界 面 活 性 剤 か ら な る 群
か ら 選 ば れ る 1以 上 の 物 質 の 存 在 下 で ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 さ せ る 上 記 の 方 法 が 提
供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 別 の 観 点 か ら は 、 本 発 明 に よ り 、 上 記 の 方 法 に よ り 得 ら れ た ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含
む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 と 殺 菌 対 象 物 と を 接 触 さ せ る 工 程 を 含 む 殺 菌 方 法 が 提 供 さ れ る 。 ま た
、 本 発 明 に よ り 、 殺 菌 方 法 で あ っ て 、 下 記 の 工 程 ： （ ａ ） 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル
化 合 物 と 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 と を 混 合 し て 対 応 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺
菌 用 水 性 組 成 物 を 調 製 す る 工 程 ； 及 び （ ｂ ） 上 記 工 程 （ ａ ） で 得 ら れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物
と 殺 菌 対 象 物 と を 接 触 さ せ る 工 程 を 含 む 方 法 が 提 供 さ れ る 。 上 記 方 法 に よ り 調 製 さ れ た 上
記 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 複 数 回 繰 り 返 し て 使 用 す る こ と が で き
、 複 数 の 殺 菌 対 象 物 と 順 次 接 触 さ せ る こ と が で き る 。 殺 菌 対 象 物 と し て は 医 療 用 機 器 が 好
ま し く 、 特 に 好 ま し く は 内 視 鏡 で あ る 。 ま た 、 自 動 化 さ れ た 洗 浄 機 内 で 上 記 の 工 程 を 行 う
上 記 の 殺 菌 方 法 も 本 発 明 に よ り 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の さ ら に 別 の 観 点 か ら は 、 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 製 造 す
る た め の キ ッ ト で あ っ て 、 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 を 含 む 組 成 物 と 過 酸
化 水 素 源 を 含 む 組 成 物 と を 含 む キ ッ ト ； 該 ア シ ル 化 合 物 が 上 記 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ） で 表 さ れ る
ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル で あ る 上 記 キ ッ ト ； 該 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 組 成 物 が さ ら に ｐ Ｈ 調 整 剤
を 含 む 上 記 い ず れ か の キ ッ ト ； 及 び 、 該 ア シ ル 化 合 物 を 含 む 組 成 物 が さ ら に ｐ Ｈ 調 整 剤 を
含 む 上 記 い ず れ か の キ ッ ト 、 な ら び に ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 製
造 す る た め の 試 薬 で あ っ て 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 を 含 む 試 薬 ； 該 ア シ
ル 化 合 物 が 上 記 一 般 式 （ Ｉ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル で あ る 上 記 試 薬 ； Ｒ が Ｃ １
－ Ｃ １ ０ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 、 好 ま し く は メ チ ル 基 で あ る 上 記 い ず れ か の 試 薬 ； Ｒ が Ｃ ２
－ Ｃ １ ０ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 、 好 ま し く は ２ － エ ト キ シ エ チ ル 基 で あ る 上 記 い ず
れ か の 試 薬 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 、 実 用 上 有 効 な ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 濃 度 を 有 す る 殺 菌 用 水 性 組 成 物
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を 簡 便 か つ 安 全 に 、 し か も 短 時 間 に 調 製 で き る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 得 ら れ た 殺 菌 用 水 性
組 成 物 で は ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 有 効 濃 度 が 一 定 時 間 （ 例 え ば ８ 時 間 ） 以 上 に わ た っ て
維 持 さ れ る と い う 特 徴 が あ る 。 本 発 明 に よ っ て 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 特 に 芽 胞
、 例 え ば Bacillus subtilisに 対 し て も 短 時 間 で 充 分 な 殺 菌 力 を 発 揮 す る こ と が で き 、 し
か も 殺 菌 力 が 持 続 す る こ と か ら 、 医 療 用 機 器 、 特 に 内 視 鏡 の 消 毒 の た め に 繰 り 返 し 使 用 で
き る と い う 特 徴 も あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 方 法 は 、 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア
シ ル 化 合 物 と 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 と を 混 合 し て 対 応 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生
成 さ せ る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。 上 記 の 工 程 に お い て 、 ア シ ル 化 合 物 は 上 記 水
溶 液 中 に 存 在 す る 過 酸 化 水 素 と の 反 応 に よ り 加 過 酸 化 水 素 分 解 を 受 け 、 対 応 す る ペ ル オ キ
シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 す る 。 こ の 反 応 は 、 具 体 的 に は 、 一 般 式 （ Ｉ ） ：
【 化 ３ 】
　
　
　
（ 式 中 、 Ｌ は 脱 離 基 を 示 し 、 Ｒ は Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア ル キ ル 基 、 又 は
Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 置 換 若 し く は 無 置 換 の ア リ ー ル 基 を 示 す ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 が 過 酸
化 水 素 と 反 応 し て 下 記 の 一 般 式 （ III） ：
【 化 ４ 】
　
　
　
で 表 さ れ る ヒ ド ロ ペ ル オ キ シ ド 基 （ -Ｏ Ｏ Ｈ ） を 有 す る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 生 成 す る
反 応 で あ る 。 好 ま し い 態 様 で は 、 Lと し て １ － イ ミ ダ ゾ リ ル 基 を 有 す る 一 般 式 （ II） で 表
さ れ る 化 合 物 を ア シ ル 化 合 物 と し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｒ が 示 す 無 置 換 の Ｃ １ － Ｃ ２ ０ の ア ル キ ル 基 と し て は 、 例 え ば 直 鎖 状 、 分 枝 鎖 状 、 環 状 、
又 は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら な る ア ル キ ル 基 を 用 い る こ と が で き 、 好 ま し く は 直 鎖 状 又 は
分 枝 鎖 状 の ア ル キ ル 基 を 用 い る こ と が で き る 。 よ り 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 メ チ ル 基 、 エ チ
ル 基 、 プ ロ ピ ル 基 、 イ ソ プ ロ ピ ル 基 、 ブ チ ル 基 、 イ ソ ブ チ ル 基 、 ｓ ｅ ｃ － ブ チ ル 基 、 ｔ ｅ
ｒ ｔ － ブ チ ル 基 、 ペ ン チ ル 基 、 イ ソ ペ ン チ ル 基 、 ネ オ ペ ン チ ル 基 、 ｔ ｅ ｒ ｔ － ペ ン チ ル 基
、 ヘ キ シ ル 基 、 へ プ チ ル 基 、 オ ク チ ル 基 、 ノ ニ ル 基 、 デ シ ル 基 、 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル 基 な
ど を 挙 げ る こ と が で き る 。 Ｒ が 示 す Ｃ １ － Ｃ １ ０ の ア ル キ ル 基 が 置 換 基 を 有 す る 場 合 、 置
換 基 の 種 類 、 個 数 、 及 び 置 換 位 置 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 該 ア ル キ ル 基 上 の 置 換 基 と し て は
、 例 え ば 、 ア ル コ キ シ 基 、 ハ ロ ゲ ン 原 子 （ フ ッ 素 原 子 、 塩 素 原 子 、 臭 素 原 子 、 又 は ヨ ウ 素
原 子 な ど ） 、 又 は ア ル キ ル ス ル ホ ニ ル 基 な ど を 挙 げ る こ と が で き 、 ア ル コ キ シ 基 が 好 ま し
い 。 該 ア ル キ ル 基 上 の 置 換 基 と し て の ア ル コ キ シ 基 は 、 該 ア ル キ ル 基 に 結 合 し て 酸 素 を 環
構 成 原 子 と し て 含 む 環 を 形 成 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
Ｒ が 示 す Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の 無 置 換 の ア リ ー ル 基 と し て は 、 単 環 性 又 は 縮 合 多 環 性 の 炭 化 水 素
芳 香 族 基 を 用 い る こ と が で き る が 、 例 え ば 、 フ ェ ニ ル 基 又 は ナ フ チ ル 基 な ど を 挙 げ る こ と
が で き 、 好 ま し く は フ ェ ニ ル 基 を 挙 げ る こ と が で き る 。 Ｒ が 示 す Ｃ ６ － Ｃ ３ ０ の ア リ ー ル
基 が 置 換 基 を 有 す る 場 合 に は 、 置 換 基 の 種 類 、 個 数 、 及 び 置 換 位 置 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
置 換 基 と し て は 、 例 え ば 、 ア ル キ ル 基 、 ア ル コ キ シ 基 、 ス ル ホ ニ ル 基 、 水 酸 基 、 又 は カ ル
ボ キ シ ル 基 な ど を 挙 げ る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ｒ と し て は 、 Ｃ １ － Ｃ １ ０ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 又 は Ｃ ２ － Ｃ １ ０ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ
ル 基 （ ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 で あ っ て 総 炭 素 数 が ２ 個 か ら １ ０ 個 ） が 好 ま し く 、 Ｃ １
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－ Ｃ ５ の 無 置 換 ア ル キ ル 基 又 は Ｃ ２ － Ｃ ５ の ア ル コ キ シ 置 換 ア ル キ ル 基 （ ア ル コ キ シ 置 換
ア ル キ ル 基 で あ っ て 総 炭 素 数 が ２ 個 か ら ５ 個 ） が よ り 好 ま し く 、 メ チ ル 基 、 エ チ ル 基 、 メ
ト キ シ メ チ ル 基 、 ２ － メ ト キ シ エ チ ル 基 、 ２ － エ ト キ シ エ チ ル 基 が さ ら に 好 ま し く 、 メ チ
ル 基 、 ２ － メ ト キ シ エ チ ル 基 、 ２ － エ ト キ シ エ チ ル 基 が 特 に 好 ま し い 。 Ｒ と し て 、 最 も 好
ま し く は メ チ ル 基 で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 に お い て Ｌ で 表 さ れ る 脱 離 基 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ
ず 、 Ｌ の 脱 離 を 伴 う 上 記 の 加 過 酸 化 水 素 分 解 が 通 常 の 反 応 条 件 に お い て 容 易 に 進 行 す る も
の で あ れ ば 、 い か な る も の を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 共 役 酸 Ｈ Ｌ の ｐ Ｋ ａ が ア シ ル 基 に 由
来 す る カ ル ボ ン 酸 の ｐ Ｋ ａ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ア シ ル 基 に 由 来 す る ペ ル オ キ シ カ
ル ボ ン 酸 の ｐ Ｋ ａ 以 上 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 よ り 具 体 的 に は イ ミ ダ ゾ リ ル 基 な ど
が 好 ま し く 、 ア シ ル 化 合 物 と し て 上 記 一 般 式 （ II） で 表 さ れ る Ｎ － ア シ ル イ ミ ダ ゾ ー ル が
特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の 一 般 式 （ Ｉ ） で 表 さ れ る ア シ ル 化 合 物 は 、 置 換 基 の 種 類 に よ り １ 個 又 は ２ 個 の 不 斉
炭 素 を 有 す る 場 合 が あ る 。 １ 個 又 は ２ 個 の 不 斉 炭 素 に 基 づ く 光 学 的 に 純 粋 な 任 意 の 光 学 異
性 体 、 上 記 の 光 学 異 性 体 の 任 意 の 混 合 物 、 ラ セ ミ 体 、 ２ 個 の 不 斉 炭 素 に 基 づ く ジ ア ス テ レ
オ 異 性 体 、 上 記 ジ ア ス テ レ オ 異 性 体 の 任 意 の 混 合 物 な ど は 、 い ず れ も 本 発 明 の 方 法 に 使 用
す る こ と が で き る 。 上 記 ア シ ル 化 合 物 は 水 和 物 又 は 溶 媒 和 物 と し て 存 在 す る 場 合 も あ る が
、 こ れ ら の 物 質 を 本 発 明 の 方 法 に 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ア シ ル 化 合 物 の 具 体 例 を 以 下 に 示 す が 、 本 発 明 の 方 法 に 使 用 可 能 な ア シ ル 化 合 物 は 下 記 の
例 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 な お 、 下 記 具 体 例 に お い て Meは メ チ ル 基 、 Etは エ チ ル 基 を 示
す 。
【 化 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ５ 】
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【 化 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る ア シ ル 化 合 物 と し て は 、 市 販 の 化 合 物 を 用 い る こ と が で き
る が 、 適 宜 公 知 の 方 法 に よ り 合 成 し た ア シ ル 化 合 物 を 用 い る こ と も で き る 。 例 え ば ア シ ル
イ ミ ダ ゾ ー ル と し て は 対 応 す る カ ル ボ ン 酸 を シ ュ ウ 酸 ク ロ リ ド や 塩 化 チ オ ニ ル に よ っ て 酸
塩 化 物 に し た 後 、 イ ミ ダ ゾ ー ル と 反 応 さ せ る こ と に よ り 合 成 し た も の を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
過 酸 化 水 素 源 と し て は 、 過 酸 化 水 素 水 の ほ か 、 水 に 溶 解 し て 過 酸 化 水 素 を 生 じ る 無 機 過 酸
塩 又 は 有 機 過 酸 化 物 な ど を 用 い る こ と が で き る 。 過 酸 化 水 素 水 又 は 無 機 過 酸 塩 を 用 い る こ
と が 好 ま し く 、 過 酸 化 水 素 水 が さ ら に 好 ま し い 。 無 機 過 酸 塩 と し て は 、 例 え ば 、 過 炭 酸 塩
又 は 過 ホ ウ 酸 塩 な ど が 好 ま し く 、 過 ホ ウ 酸 塩 、 例 え ば 過 ホ ウ 酸 ナ ト リ ウ ム が さ ら に 好 ま し
い 。 有 機 過 酸 化 物 と し て は 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル 又 は 過 酸 化 尿 素 が 好 ま し く 、 過 酸 化 尿 素 が さ
ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 中 の 過 酸 化 水 素 濃 度 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ３ ０ ％ 未
満 が 好 ま し く 、 ５ ％ 未 満 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し く 、 １ ％ 未 満 が 最 も 好 ま し い 。 ま た 、
過 酸 化 水 素 を 含 む 水 溶 液 の 調 製 方 法 も 特 に 限 定 さ れ ず 、 過 酸 化 水 素 水 を そ の ま ま 用 い る こ
と が で き る ほ か 、 高 濃 度 過 酸 化 水 素 水 を 適 宜 の 濃 度 に 希 釈 し て も よ い 。 あ る い は 、 無 機 過
酸 塩 又 は 有 機 過 酸 塩 な ど を 適 宜 の 濃 度 で 水 に 溶 解 し 、 さ ら に 必 要 に 応 じ て 所 望 の 濃 度 ま で
希 釈 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 中 に 添 加 す る ア シ ル 化 合 物 の 濃 度 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 上 記
水 溶 液 中 に 存 在 す る 過 酸 化 水 素 １ モ ル 当 た り １ ． ０ 当 量 以 下 で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ．
５ 当 量 以 下 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 ア シ ル 化 合 物 は 固 体 の ま ま 過 酸 化 水 素 源 を 含 む
水 溶 液 中 に 投 入 し て 溶 解 し て も よ い が 、 ア シ ル 化 合 物 の 水 溶 液 を 調 製 し て お き 、 そ の 水 溶
液 を 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 中 に 混 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ア シ ル 化 合 物 と 過 酸 化 水 素 と が 反 応 し て 殺 菌 に 必 要 な 所 望 の 濃 度 の ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸
が 生 成 す る ま で の 時 間 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 消 毒 の た め に 必 要 な 作 業 時 間 を 短 縮 し 、 作
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業 者 の 負 荷 を 軽 減 す る た め に 、 殺 菌 の た め の 有 効 成 分 と な る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 生 成
は 可 能 な 限 り 速 や か に 進 行 し て ピ ー ク 濃 度 に 到 達 す る こ と が 望 ま し い 。 全 て の 成 分 を 溶 解
後 、 ６ ０ 分 以 内 に 過 酢 酸 の 濃 度 が ピ ー ク 濃 度 に 達 す る こ と が 好 ま し く 、 ３ ０ 分 以 内 で あ る
こ と が さ ら に 好 ま し く 、 ２ ０ 分 以 内 で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 殺 菌 剤 の 製 造 を 行 う 温 度
は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ０ ～ ９ ５ ℃ 、 好 ま し く は ５ ～ ８ ０ ℃ 、 よ り 好 ま し く は １
０ ～ ４ ０ ℃ で 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の よ う に し て 調 製 さ れ た ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 を 含 む 水 性 組 成 物 を 本 発 明 の 殺 菌 用 水
性 組 成 物 と し て そ の ま ま 用 い る こ と が で き る 。 も っ と も 、 殺 菌 対 象 物 を 一 定 時 間 以 上 に わ
た り 殺 菌 剤 と 接 触 さ せ て お く 必 要 が あ る 場 合 や 、 一 度 調 製 し た 殺 菌 剤 を 繰 り 返 し て 使 用 す
る 場 合 な ど に お い て は 、 殺 菌 の た め の 有 効 成 分 で あ る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 濃 度 が 一 定
時 間 以 上 維 持 さ れ る こ と が 求 め ら れ る 。 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 水 性 組 成 物 中 で の 安 定 性
は い く つ か の 要 因 に よ り 影 響 を 受 け う る が 、 水 性 組 成 物 の ｐ Ｈ は そ の 主 た る 要 因 の 一 つ で
あ る 。 特 に ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 は 塩 基 性 条 件 で 速 や か に 分 解 す る こ と が 知 ら れ て い る こ
と か ら 、 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の pHは ２ ～ ６ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ２ ～ ５ で あ る こ と が さ ら
に 好 ま し く 、 ２ ～ ４ で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 さ ら に 該 pHが 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 使 用 中
の 全 時 間 に わ た り 持 続 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 そ の 時 間 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、
６ ０ 分 以 上 維 持 さ れ る こ と が 好 ま し く 、 ５ 時 間 以 上 が さ ら に 好 ま し く 、 １ ２ 時 間 以 上 が 特
に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
前 記 の ｐ Ｈ を 維 持 す る た め に 本 発 明 の 方 法 に お い て ｐ Ｈ 調 整 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 ｐ
Ｈ 調 整 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ク エ ン 酸 、 酢 酸 、 酒 石 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 乳 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、
コ ハ ク 酸 、 グ ル タ ル 酸 、 若 し く は ア ジ ピ ン 酸 等 の 有 機 酸 又 は そ の 塩 、 リ ン 酸 若 し く は 硫 酸
等 の 無 機 酸 又 は そ の 塩 、 あ る い は 水 酸 化 ア ン モ ニ ウ ム 若 し く は 水 酸 化 ア ル カ リ 金 属 等 の 塩
基 を 用 い る こ と が で き る 。 も っ と も 本 発 明 で 用 い る こ と が で き る ｐ Ｈ 調 整 剤 は こ れ ら に 限
定 さ れ る こ と は な い 。 過 ホ ウ 酸 塩 を 使 用 す る 場 合 に は ホ ウ 酸 塩 が 副 生 物 と し て 生 じ る こ と
か ら 、 ホ ウ 酸 塩 と 反 応 し て ｐ Ｈ を 低 下 さ せ る 物 質 、 例 え ば シ ス － １ ， ２ － ジ オ ー ル 、 グ リ
コ ー ル 、 ポ リ オ ー ル 、 ホ ウ 酸 、 又 は リ ン 酸 二 水 素 ナ ト リ ウ ム な ど を 使 用 す る こ と が で き る
。 こ の よ う な 酸 性 化 成 分 と し て の ｐ Ｈ 調 整 剤 は 、 他 の 無 機 塩 と と も に 使 用 す る こ と も 適 当
で あ る 。 ｐ Ｈ 調 整 剤 の 濃 度 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 本 発 明 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 剤 の 総 質
量 に 対 し て ２ ０ 質 量 ％ 以 下 が 好 ま し く 、 特 に ５ 質 量 ％ 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ｐ Ｈ 調 整 剤 の 使 用 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 ア シ ル 化 合 物 と と も に 固 体 の ま ま 添 加 し て
も よ く 、 又 は ア シ ル 化 合 物 を 含 む 水 溶 液 中 に 添 加 し て も よ く 、 あ る い は 過 酸 化 水 素 源 を 含
む 水 溶 液 中 に 添 加 し て も よ い 。 又 は 、 反 応 系 で あ る 水 性 組 成 物 中 に 添 加 し て も よ い 。 過 酸
化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 に 対 し て ｐ Ｈ 調 整 剤 を 加 え て お き 、 ア シ ル 化 合 物 を 最 後 に 添 加 す る
か 、 あ る い は ア シ ル 化 合 物 と ｐ Ｈ 調 整 剤 を 同 時 に 添 加 す る こ と が 好 ま し く 、 ア シ ル 化 合 物
を 反 応 系 に 最 後 に 添 加 す る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 反 応 系 の 調 製 の た め の 混 合 操 作 は 作 業
者 が 手 作 業 で 行 っ て も よ い が 、 自 動 化 さ れ た 洗 浄 機 内 で 機 械 的 に 行 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 内 視 鏡 の よ う な 医 療 用 器 具 の 殺 菌 に 用
い る に あ た っ て は 、 細 菌 芽 胞 に 対 し て も 十 分 な 殺 菌 力 が 求 め ら れ る 。 殺 菌 用 水 性 組 成 物 中
の ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 濃 度 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に １ ～
１ ０ ０ ｍ Ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ５ ～ ８ ０ ｍ Ｍ で あ る こ と が さ ら に 好 ま し く 、 １ ０ ～ ６
０ ｍ Ｍ で あ る こ と が 特 に 好 ま し い 。 過 酢 酸 を 用 い る 場 合 に は 、 こ れ ま で の 使 用 経 験 を 基 に
判 断 す る と ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ５ w/v％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ０ ． １ ～ ０ ． ４ w/v％ で あ る こ
と が さ ら に 好 ま し い 。 な お 、 本 明 細 書 で 用 い ら れ る 用 語 「 細 菌 芽 胞 」 は 、 好 気 性 桿 菌 バ チ
ル ス ・ ズ ブ チ リ ス （ Bucillus subtilis） 、 ク ロ ス ト リ デ ィ ウ ム （ Clostridium） 属 に 属 す
る 嫌 気 性 桿 菌 な ど が 、 増 殖 期 の 終 わ り に 形 成 す る 耐 久 型 細 胞 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 上 記 の 成 分 の ほ か に １ 又 は ２ 以 上 の
添 加 剤 を 含 ん で い て も よ い 。 添 加 剤 の 例 と し て は 、 腐 食 防 止 剤 、 可 溶 化 剤 、 金 属 封 鎖 剤 、
安 定 化 剤 、 界 面 活 性 剤 、 又 は 再 付 着 防 止 剤 等 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る こ と は
な い 。 こ れ ら の 添 加 剤 は 単 独 で 使 用 し て も よ い が 、 ２ 種 以 上 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い
。 ま た 、 こ れ ら の 添 加 剤 の 使 用 態 様 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 ア シ ル 化 合 物 と と も に 反 応 系 に 添
加 さ れ て も よ く 、 あ る い は 過 酸 化 水 素 源 を 含 む 水 溶 液 に 添 加 し て も よ く 、 あ る い は ｐ Ｈ 調
節 剤 な ど と と も に 反 応 系 に 添 加 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
腐 食 防 止 剤 と し て は 、 殺 菌 す べ き 医 療 機 器 の 材 質 に 適 し た も の を 選 択 す れ ば よ く 、 例 え ば
、 １ ,２ ,３ -ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル と 、 低 級 ア ル キ ル ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ベ ン
ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 カ ル ボ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア
ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ
ル ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ズ
イ ミ ダ ゾ ー ル 、 カ ル ボ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ ベ ン ズ イ ミ ダ ゾ
ー ル 、 メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド ロ
キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル
、 カ ル ボ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル カ ル ボ キ シ メ ル カ プ ト ベ ン ゾ チ
ア ゾ ー ル 、 グ ル コ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ブ チ ル 、 モ ノ エ タ ノ ー
ル ア ミ ン 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン 、 モ ル ホ リ ン 、 ソ ル ビ ト ー ル 、 エ リ ス リ ト ー ル 、 リ ン 酸
ナ ト リ ウ ム 、 ト リ ポ リ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ピ ロ リ ン 酸 テ ト ラ ナ ト リ ウ ム 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ
ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 メ タ 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ク ロ ム 酸
塩 、 又 は ホ ウ 酸 塩 、 あ る い は こ れ ら か ら 選 択 さ れ る 2種 以 上 の 物 質 の 組 み 合 わ せ な ど を 挙
げ る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 本 明 細 書 に お い て 、 「 低 級 ア ル キ ル 」 と い
う 用 語 は 、 1個 か ら 6個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 直 鎖 状 又 は 分 枝 鎖 状 の 飽 和 炭 化 水 素 基 を 意 味 す
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
銅 、 黄 銅 、 青 銅 、 又 は 多 金 属 系 を 含 む 機 器 等 を 殺 菌 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 を 使 用
す る 場 合 に は 、 １ ,２ ,３ -ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 ヒ ド
ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 低 級 ア ル キ ル ヒ ド ロ キ シ ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 モ リ ブ デ ン 酸
ナ ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 メ タ 重 亜 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ク ロ ム
酸 塩 、 又 は ホ ウ 酸 塩 、 あ る い は こ れ ら の 任 意 の 組 み 合 わ せ で あ る 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く 用
い ら れ る 。 1,2,3-ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 又 は 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム
、 あ る い は そ れ ら の 組 み 合 わ せ を 含 む 腐 食 防 止 剤 が 特 に 好 ま し く 用 い ら れ る 。 炭 素 鋼 及 び
／ 又 は ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 機 器 等 を 殺 菌 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 を 使 用 す る 場 合 に
は 、 例 え ば 、 安 息 香 酸 ナ ト リ ウ ム 、 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 、 及 び モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム な ど
を 含 む 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 炭 素 鋼 及 び ／ 又 は ス テ ン レ ス 鋼 を 含 む 機 器 等 を
殺 菌 処 理 す る た め に 本 発 明 の 組 成 物 を 使 用 す る 場 合 に は 、 例 え ば 、 硝 酸 ナ ト リ ウ ム 及 び ／
又 は モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム を 含 む 腐 食 防 止 剤 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 本 発 明 の 方 法 に よ
り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 含 ま れ る 腐 食 防 止 剤 の 総 量 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
腐 食 防 止 剤 が 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 難 溶 で あ る 場 合 に は 、 さ
ら に ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル の な ど の 可 溶 化 剤 を 含 ん で も よ い 。 本 明 細 書 に お い て 、 「 ア ル
キ レ ン グ リ コ ー ル 」 と い う 用 語 は 、 例 え ば 、 エ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル
、 ジ ア ル キ レ ン グ リ コ ー ル (例 え ば ジ エ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど )、 又 は ト リ ア ル キ レ ン グ リ
コ ー ル (例 え ば ト リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル な ど )、 あ る い は 対 応 す る そ れ ら の モ ノ -及 び ジ ア
ル キ ル エ ー テ ル な ど の グ リ コ ー ル 類 を い う 。 ア ル キ ル エ ー テ ル は １ 個 か ら ６ 個 の 炭 素 原 子
を 有 す る 低 級 ア ル キ ル エ ー テ ル (例 え ば メ チ ル エ ー テ ル 、 エ チ ル エ ー テ ル 、 又 は プ ロ ピ ル
エ ー テ ル な ど )で あ る 。 特 に 好 ま し く は 、 可 溶 化 剤 と し て プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル を 含 み 、
ま た こ の プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル は 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 腐 食
防 止 剤 の 約 ３ 倍 か ら １ ０ 倍 の 濃 度 で 含 ま れ て い る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 約 1質 量 ％ で
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含 ま れ る １ ,２ ,３ -ベ ン ゾ ト リ ア ゾ ー ル に 対 し て プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル が 本 発 明 の 水 性 組
成 物 中 に 約 ３ ． ５ 質 量 ％ か ら ６ ． ５ 質 量 ％ で 含 ま れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に は 、 任 意 の 成 分 と し て 重 金 属 イ オ ン 封
鎖 剤 を 含 有 す る こ と が 好 ま し い 。 本 明 細 書 に お い て 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と は 、 重 金 属 イ オ
ン を 封 鎖 （ キ レ ー ト ） す る 作 用 を 行 う 成 分 を 意 味 し 、 こ れ ら の 成 分 が カ ル シ ウ ム 及 び マ グ
ネ シ ウ ム の キ レ ー ト 化 能 力 を 有 す る 場 合 で も 、 鉄 、 マ ン ガ ン 、 及 び 銅 の よ う な 重 金 属 イ オ
ン と よ り 選 択 的 に 結 合 す る 成 分 を 意 味 す る 。 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 は 本 発 明 に よ り 製 造 さ れ
た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 総 質 量 に 対 し て ０ ． ０ ０ ５ 質 量 ％ ～ ２ ０ 質 量 ％ 、 好 ま し く は ０ ． １
質 量 ％ ～ １ ０ 質 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ２ ５ 質 量 ％ ～ ７ ． ５ 質 量 ％ 、 最 も 好 ま し く は
０ ． ５ 質 量 ％ ～ ５ 質 量 ％ の 割 合 で 使 用 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 へ の
添 加 に 適 し た 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と し て 、 例 え ば 、 有 機 ホ ス ホ ン 酸 塩 、 例 え ば 、 ア ミ ノ ア
ル キ レ ン ポ リ (ア ル キ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 )、 ア ル カ リ 金 属 エ タ ン １ － ヒ ド ロ キ シ ジ ホ ス ホ ン
酸 塩 、 及 び ニ ト リ ロ ト リ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 な ど が 挙 げ ら れ る 。 上 記 の 中 で 好 ま し い の
は 、 ア ミ ノ ト リ （ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 ） 、 ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン ペ ン タ (メ チ レ ン ホ ス
ホ ン 酸 塩 )、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン ト リ （ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 ） 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン テ ト ラ
（ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 塩 ） 、 ヘ キ サ メ チ レ ン ジ ア ミ ン テ ト ラ （ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 ） 、 及
び ヒ ド ロ キ シ － エ チ レ ン １ ， １ 二 ホ ス ホ ン 酸 塩 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 へ の 添 加 に 好 ま し い 他 の 重 金 属 イ オ ン 封
鎖 剤 と し て は 、 ニ ト リ ロ 三 酢 酸 及 び ポ リ ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 、 例 え ば エ チ レ ン ジ ア ミ ノ 四 酢
酸 、 エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 コ ハ ク 酸 、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン 二 グ ル
タ ル 酸 、 ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン 二 コ ハ ク 酸 、 又 は こ れ ら い ず れ か の 塩 が 挙 げ
ら れ る 。 特 に 好 ま し い の は エ チ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク 酸 （ Ｅ Ｄ Ｄ Ｓ ） 又 は そ
の ア ル カ リ 金 属 塩 、 ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 、 ア ン モ ニ ウ ム 塩 、 若 し く は 置 換 ア ン モ ニ ウ ム 塩
、 あ る い は こ れ ら の 混 合 物 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 へ の 添 加 に 好 ま し い 他 の 重 金 属 イ オ ン 封
鎖 剤 と し て は 、 例 え ば 、 欧 州 特 許 公 開 第 ３ １ ７ ， ５ ４ ２ 号 公 報 及 び 欧 州 特 許 公 開 第 ３ ９ ９
， １ ３ ３ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る ２ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル 二 酢 酸 又 は グ リ セ リ ル イ ミ ノ 二 酢
酸 の よ う な イ ミ ノ 二 酢 酸 誘 導 体 、 欧 州 特 許 公 開 第 ５ １ ６ ， １ ０ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る
イ ミ ノ 二 酢 酸 － Ｎ － ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル ス ル ホ ン 酸 及 び ア ス パ ラ ギ ン 酸 Ｎ － カ ル ボ キ
シ メ チ ル Ｎ － ２ － ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル － ３ － ス ル ホ ン 酸 封 鎖 剤 、 並 び に 欧 州 特 許 公 開 第 ５
０ ９ ， ３ ８ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る β － ア ラ ニ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 酢 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸
－ Ｎ ， Ｎ '－ 二 酢 酸 、 ア ス パ ラ ギ ン 酸 － Ｎ － モ ノ 酢 酸 、 及 び イ ミ ノ 二 コ ハ ク 酸 封 鎖 剤 が 挙
げ ら れ る 。 欧 州 特 許 公 開 第 ４ ７ ６ ， ２ ５ ７ 号 公 報 に は 好 適 な ア ミ ノ 基 剤 の 封 鎖 剤 が 記 載 さ
れ て い る 。 欧 州 特 許 公 開 第 ５ １ ０ ， ３ ３ １ 号 公 報 に は コ ラ ー ゲ ン 、 ケ ラ チ ン 、 又 は カ ゼ イ
ン か ら 誘 導 し た 好 適 な 封 鎖 剤 が 記 載 さ れ て い る 。 欧 州 特 許 公 開 第 ５ ２ ８ ， ８ ５ ９ 号 公 報 に
は 好 適 な ア ル キ ル イ ミ ノ 二 酢 酸 封 鎖 剤 が 記 載 さ れ て い る 。 二 ピ コ リ ン 酸 及 び ２ － ホ ス ホ ノ
ブ タ ン － １ ， ２ ， ４ － 三 カ ル ボ ン 酸 も 好 適 で あ る 。 グ リ シ ン ア ミ ド － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク
酸 (Ｇ Ａ Ｄ Ｓ )、 エ チ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 グ ル タ ル 酸 （ Ｅ Ｄ Ｄ Ｇ ） 及 び ２ － ヒ ド ロ
キ シ プ ロ ピ レ ン ジ ア ミ ン － Ｎ ， Ｎ '－ 二 コ ハ ク 酸 （ Ｈ Ｐ Ｄ Ｄ Ｓ ） も ま た 好 適 で あ る 。 も っ
と も 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 へ の 添 加 に 適 し た 重 金 属 イ オ ン 封
鎖 剤 は 上 記 の 例 示 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
安 定 化 剤 と し て は 公 知 の 安 定 化 剤 を 用 い れ ば よ く 、 例 え ば 、 リ ン 酸 塩 、 8-ヒ ド ロ キ シ キ ノ
リ ン 、 ス ズ 酸 、 ス ル ホ レ ン 、 ス ル ホ ラ ン 、 ス ル ホ キ シ ド 、 ス ル ホ ン 、 又 は ス ル ホ ン 酸 な ど
が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に お い て 、 リ ン 酸 塩 は 好
ま し い 安 定 化 剤 で あ る 。 好 ま し く は 、 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 総 質 量 に 対 し て 約 0.001質 量 ％
か ら 約 0.5質 量 ％ の リ ン 酸 塩 を 添 加 す る こ と が で き る 。 上 記 リ ン 酸 塩 は 、 例 え ば 、 オ ル ト
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リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 塩 、 オ ル ト リ ン 酸 カ リ ウ ム 塩 、 ピ ロ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 塩 、 ピ ロ リ ン 酸 カ
リ ウ ム 塩 、 ポ リ リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 塩 、 ポ リ リ ン 酸 カ リ ウ ム 塩 、 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か
ら な る 群 か ら 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 任 意 に 組 成 物 の 総 質 量 に 対 し て 約 30質
量 ％ ま で の 界 面 活 性 剤 を 含 ん で い て も よ い 。 界 面 活 性 剤 と し て は 、 酸 性 条 件 化 に お い て ペ
ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 及 び 過 酸 化 水 素 の 存 在 下 で 酸 化 及 び 分 解 に 対 し て 安 定 な 界 面 活 性 剤 を
使 用 す る こ と が で き 、 好 ま し く は 、 酸 化 さ れ 易 い 界 面 活 性 剤 は 避 け る べ き で あ る 。 適 切 な
界 面 活 性 剤 は 、 非 イ オ ン 性 、 ア ニ オ ン 性 、 両 性 、 又 は カ チ オ ン 性 の 界 面 活 性 剤 か ら 選 択 す
る こ と が で き る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 へ の 添 加 に 好 ま し い 界
面 活 性 剤 と し て 、 例 え ば 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 が 挙 げ ら れ 、 具 体 的 に は 、 ポ リ エ チ レ ン ／
ポ リ プ ロ ピ レ ン ブ ロ ッ ク ポ リ マ ー 型 界 面 活 性 剤 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ ル フ ェ ニ ル エ
ー テ ル 型 界 面 活 性 剤 、 ポ リ オ キ シ エ チ レ ン エ ー テ ル 型 界 面 活 性 剤 、 及 び ポ リ オ キ シ エ チ レ
ン ソ ル ビ タ ン 型 界 面 活 性 剤 等 が 挙 げ ら れ る が 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性
組 成 物 に 添 加 す る こ と が で き る 界 面 活 性 剤 は こ れ ら に 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
再 付 着 防 止 剤 と し て は 、 医 療 器 具 か ら 脱 離 し た 汚 れ 等 を 液 中 に 懸 濁 し た 状 態 に 保 つ 機 能 を
有 す る も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 有 機 性 の 水 溶 性 コ ロ イ ド （ 例 え ば 、 デ ン プ
ン 、 ゼ ラ チ ン 、 若 し く は デ ン プ ン な ど の エ ー テ ル カ ル ボ ン 酸 又 は エ ー テ ル ス ル ホ ン 酸 の 塩
、 セ ル ロ ー ス 、 セ ル ロ ー ス エ ー テ ル 、 若 し く は セ ル ロ ー ス の エ ー テ ル カ ル ボ ン 酸 又 は エ ー
テ ル ス ル ホ ン 酸 の 塩 、 あ る い は セ ル ロ ー ス 又 は デ ン プ ン の 酸 性 硫 酸 エ ス テ ル の 塩 ） な ど を
用 い る こ と が で き る 。 酸 性 基 を 含 む 水 溶 性 ポ リ ア ミ ド も 好 ま し く 用 い る こ と が で き る 。 さ
ら に 上 記 以 外 の デ ン プ ン 誘 導 体 、 例 え ば ア ル デ ヒ ド デ ン プ ン も 使 用 す る こ と が で き る 。 も
っ と も 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 添 加 す る こ と が で き る 再 付 着
防 止 剤 は こ れ ら の 例 示 に 限 定 さ れ る こ と は な い 。 再 付 着 防 止 剤 と し て は 、 再 付 着 防 止 剤 と
し て 例 示 さ れ た 上 記 の 化 合 物 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 1種 又 は 2種 以 上 を 用 い る こ と が で
き る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に お け る 再 付 着 防 止 剤 の 濃 度 は 、
例 え ば 水 性 組 成 物 の 総 質 量 に 対 し て ５ 質 量 ％ 以 下 が 好 ま し く 、 特 に ２ 質 量 ％ 以 下 が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
本 明 細 書 に お い て 用 い ら れ 「 殺 菌 」 の 用 語 は 、 微 生 物 を 死 滅 さ せ る 作 用 の ほ か 、 分 裂 を 阻
害 す る 静 菌 作 用 や 増 殖 抑 制 作 用 な ど を 含 め て も っ と も 広 義 に 解 釈 し な け れ ば な ら ず 、 い か
な る 意 味 に お い て も 限 定 的 に 解 釈 し て は な ら な い 。 ま た 、 「 殺 菌 」 と い う 用 語 に は 、 「 洗
浄 」 、 「 消 毒 」 、 「 滅 菌 」 、 及 び 「 抗 菌 」 な ど の 意 味 が 含 ま れ る 。 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸
の 濃 度 及 び 医 療 用 機 器 な ど と の 接 触 時 間 等 の 条 件 を 検 討 す る こ と に よ り 、 本 発 明 の 殺 菌 用
水 性 組 成 物 を 用 い た 医 療 用 機 器 な ど の 「 滅 菌 」 も 可 能 で あ る 。 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物
を 用 い る こ と に よ り 、 特 に 高 い 抵 抗 性 を 有 す る 細 菌 で あ る 芽 胞 、 例 え ば Bacillus subtili
sも 短 時 間 で 死 滅 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 に よ り 提 供 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 主 と し て 化 学 的 作 用 に よ り 種 々 の 微 生 物 に
対 し て 殺 菌 作 用 を 発 揮 す る こ と が で き 、 Spauldingに よ っ て 分 類 さ れ た 高 水 準 、 中 水 準 、
低 水 準 の い ず れ の 殺 菌 剤 の 分 類 に も 該 当 す る 態 様 の も の を 提 供 可 能 で あ る 。 Spauldingに
よ れ ば 、 主 と し て 増 殖 型 の 一 般 細 菌 を 殺 す こ と が で き る も の を 低 水 準 （ 低 度 ） 、 抵 抗 力 の
強 い 結 核 菌 ま で 殺 す こ と が で き る も の を 中 水 準 （ 中 度 ） 、 最 も 抵 抗 力 の 強 い 細 菌 芽 胞 ま で
を 殺 す こ と が で き る も の を 高 水 準 （ 高 度 ） と 分 類 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 用 途 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 処 理 可 能 な 殺 菌 対 象 物 の 多 く は
液 体 又 は 固 体 で あ る 。 汚 染 さ れ た 気 相 の 殺 菌 対 象 物 は 、 本 発 明 の 殺 菌 組 成 物 の 希 薄 溶 液 を
噴 霧 す る こ と に よ り 、 又 は 気 体 を 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 中 を 通 し て 泡 立 た せ る こ と に
よ り 、 効 率 的 に 殺 菌 処 理 す る こ と が で き る 。 液 体 状 の 殺 菌 対 象 物 と し て は 、 微 生 物 汚 染 さ
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れ た 水 性 物 質 、 例 え ば 再 循 環 プ ロ セ ス 水 又 は 廃 棄 前 の 水 性 流 出 液 な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の
よ う な プ ロ セ ス 水 及 び 流 出 液 は 多 く の 産 業 に お い て 発 生 し て お り 、 バ ク テ リ ア 、 藻 類 、 又
は イ ー ス ト な ど で 汚 染 さ れ て い る こ と が あ り 、 ま れ に ウ イ ル ス に よ っ て も 汚 染 さ れ て い る
こ と が あ る 。 汚 染 プ ロ セ ス 水 は 植 物 及 び 動 物 物 質 の 処 理 中 に 発 生 す る こ と が あ る 。 例 え ば
、 紙 及 び パ ル プ 産 業 、 食 品 処 理 （ 例 え ば 砂 糖 精 製 産 業 、 醸 造 、 ワ イ ン 製 造 、 及 び ア ル コ ー
ル 蒸 留 産 業 ） 、 わ ら 処 理 か ら の 流 出 液 、 下 水 処 理 場 か ら の 排 水 （ 例 え ば 、 部 分 処 理 又 は 単
に ろ 過 さ れ た 下 水 か ら 海 に 延 び る 管 路 に よ る 排 水 ） 、 食 肉 処 理 工 場 、 動 物 性 脂 肪 精 製 事 業
、 及 び 家 畜 の 飼 育 か ら の 排 水 な ど が あ る 。 そ の 他 の 液 体 被 作 用 物 と し て は 、 園 芸 産 業 に お
け る 灌 漑 水 や 水 耕 栽 培 に お け る 水 性 肥 料 や 循 環 水 、 水 産 業 に お け る 養 殖 用 水 な ど が 挙 げ ら
れ る 。 さ ら に 別 の 重 要 な 汚 染 水 性 物 質 の 発 生 源 と し て は 、 産 業 に お い て 生 じ る 冷 却 水 が あ
り 、 例 え ば 大 き な 建 物 （ ホ テ ル 、 事 務 所 、 及 び 病 院 な ど ） に 設 置 さ れ た 空 調 装 置 か ら 生 じ
る 冷 却 水 が あ る 。 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 非 水 性 液 体 物 質 、 例 え ば 切 削 油 の 処 理 に
も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 成 長 中 の 植 物 、 特 に 収 穫 物 が 成 長 中 の
植 物 、 例 え ば 穀 草 、 葉 野 菜 、 サ ラ ダ 用 野 菜 作 物 、 根 菜 、 豆 類 、 液 果 、 カ ン キ ツ 類 、 及 び 堅
果 な ど の 処 理 に 使 用 す る こ と が で き る 。 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 方 法 に よ っ て
製 造 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 必 要 で あ れ ば 他 の 目 的 、 例 え ば 漂 白 な ど の 目 的 で 使 用 す
る こ と が で き 、 例 え ば 洗 濯 作 業 に お け る 漂 白 添 加 剤 と し て も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 、 固 体 、 例 え ば 硬 質 表 面 、 又 は 食 品 処
理 、 動 物 飼 育 、 園 芸 、 仕 出 し 、 家 庭 、 若 し く は 病 院 環 境 な ど に お い て 再 使 用 を 意 図 す る 汚
染 物 品 の 消 毒 に も 使 用 す る こ と が で き る 。 硬 質 表 面 と し て は 、 金 属 、 木 材 、 セ ラ ミ ッ ク ス
、 ガ ラ ス 、 繊 維 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク な ど か ら 製 造 さ れ た も の を 例 示 す る こ と が で き 、 食 品
パ ッ ケ ー ジ 、 コ ン タ ク ト レ ン ズ 、 作 業 台 、 壁 、 床 、 衛 生 陶 器 、 プ ー ル 、 プ ラ ン ト 、 衣 料 、
シ ー ツ 、 カ バ ー 類 、 装 置 、 容 器 、 工 具 、 機 械 、 プ ラ ン ト 、 又 は 配 管 な ど が 含 ま れ る 。 病 院
環 境 に お い て 再 使 用 を 意 図 す る 汚 染 物 品 と し て は 、 種 々 の 医 療 機 器 、 例 え ば レ ン ズ 装 着 の
装 置 類 、 内 視 鏡 類 、 メ ス や カ テ ー テ ル な ど の 外 科 手 術 用 器 具 、 産 科 ・ 泌 尿 器 科 用 器 具 、 麻
酔 装 置 類 、 人 工 呼 吸 装 置 類 、 人 工 透 析 装 置 類 、 歯 科 用 器 具 若 し く は そ の 補 助 的 器 具 、 注 射
筒 、 体 温 計 、 又 は プ ラ ス チ ッ ク 器 具 な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺
菌 用 水 性 組 成 物 は 、 特 に 短 時 間 で の 殺 菌 を 要 す る 歯 科 機 器 や 医 療 外 科 用 機 器 、 例 え ば 、 内
視 鏡 の 殺 菌 に 適 し て い る 。 容 易 に 理 解 さ れ る よ う に 、 そ の よ う な 硬 質 表 面 の 場 合 、 小 さ め
の 物 品 は 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 溶 液 に 浸 漬 さ せ る の が 便 利 で
あ る こ と が 多 く 、 よ り 大 規 模 の 用 途 の 場 合 に は 、 噴 霧 又 は 類 似 の 散 布 手 段 が よ り 容 易 に 使
用 で き る 。 こ の 消 毒 法 は 、 吸 湿 性 の 材 料 、 例 え ば 汚 染 さ れ た リ ネ ン や 特 に 汚 れ た 赤 ん 坊 用
の オ ム ツ （ し ば し ば テ リ ー タ オ ル 地 で 作 ら れ る ） の 消 毒 に 適 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 用 い た 殺 菌 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が
、 殺 菌 対 象 物 を 該 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 浸 漬 さ せ る こ と に よ り 、 両 者 を 接 触 さ せ て 殺 菌 す る
方 法 が 好 ま し い 。 該 浸 漬 に お い て は 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 攪 拌 し て も よ く 、 殺 菌 対 象 物 を 振
と う し て も よ く 、 自 動 洗 浄 機 を 用 い て も よ い 。 ま た 「 内 視 鏡 の 洗 浄 ・ 消 毒 に 関 す る ガ イ ド
ラ イ ン 」 第 ２ 版 に お い て も 推 奨 さ れ て い る よ う に 、 用 手 洗 浄 の 後 に 自 動 洗 浄 機 を 用 い て も
よ い 。 自 動 洗 浄 機 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 市 販 の も の を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 該 浸
漬 前 又 は 該 浸 漬 後 に 殺 菌 対 象 物 の 洗 浄 工 程 を 含 め て も よ く 、 浸 漬 の 後 に 殺 菌 対 象 物 を 滅 菌
ガ ー ゼ 等 で 拭 う 工 程 、 又 は ド ラ イ ヤ ー 等 に よ り 乾 燥 さ せ る 工 程 等 を 含 め て も よ い 。 本 明 細
書 に お い て 用 い ら れ る 「 洗 浄 」 と は 殺 菌 対 象 物 の 付 着 物 を 低 減 さ せ る 処 置 を 意 味 す る 。 洗
浄 に 用 い る 手 段 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 水 、 ア ル カ リ 洗 剤 、 中 性 洗 剤 、 ア ル コ ー
ル 洗 剤 、 酵 素 洗 剤 、 又 は 超 音 波 洗 浄 な ど を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 殺 菌 時 の 温 度 は 特 に 限
定 さ れ な い が 、 ０ ℃ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し く 、 常 温 で 用 い る こ と が さ ら に 好 ま し い 。 常
温 と は 、 日 常 生 活 に お け る 気 温 範 囲 内 の 温 度 で あ り 、 例 え ば 病 院 等 の 施 設 内 で は 一 般 的 に
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１ ５ ～ ２ ５ ℃ 程 度 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 水 性 組 成 物 は 必 要 に 応 じ て 常 温 以 上 の 温 度 で 用
い る こ と も 可 能 で あ る 。 該 接 触 時 間 は １ ５ 秒 程 度 以 上 で あ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 好 ま し
く は ２ ０ 分 以 下 、 さ ら に 好 ま し く は １ ０ 分 以 下 、 特 に 好 ま し く は ５ 分 以 下 で あ る 。 さ ら に
、 殺 菌 対 象 物 と の 接 触 は １ 回 で も よ く 、 ２ 回 以 上 繰 り 返 し て 殺 菌 を 行 う こ と も 可 能 で あ る
。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 方 法 を 応 用 す る こ と に よ り 、 経 時 的 又 は 複 数 回 の 使 用 に よ り ペ ル オ キ シ カ
ル ボ ン 酸 濃 度 が 低 下 し た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 に 対 し て 、 一 般 式 （ Ｉ ） 又 は （ II） で 表 さ れ る
ア シ ル 化 合 物 及 び ／ 又 は 過 酸 化 水 素 源 を さ ら に 添 加 し 、 添 加 前 に 比 較 し て ペ ル オ キ シ カ ル
ボ ン 酸 濃 度 を 増 加 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。 そ の た め の 方 法 は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 少 な く と も ア シ ル 化 合 物 を 含 む 試 薬 （ 以 下 、 「 第 １ の 試 薬 」 と い う ） と
、 少 な く と も 過 酸 化 水 素 源 を 含 有 す る 試 薬 （ 以 下 、 「 第 ２ の 試 薬 」 と い う ） と を 含 む キ ッ
ト を 提 供 し 、 使 用 に 際 し 両 者 の 試 薬 を 混 合 し 使 用 す る こ と も で き 、 さ ら に 必 要 に 応 じ て 得
ら れ た 混 合 物 を 水 で 希 釈 し て 使 用 す る こ と も で き る 。 水 で 希 釈 し て 使 用 す る 場 合 は 、 第 １
の 試 薬 及 び 第 ２ の 試 薬 を 任 意 の 順 序 で 混 合 さ せ て も よ い が 、 両 者 を 同 時 に 混 合 す る か 、 あ
る い は 第 １ の 試 薬 を 後 か ら 混 合 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 第 １ 及 び ／ 又 は 第 ２ の 試 薬 中
に は ｐ H調 整 剤 、 腐 食 防 止 剤 、 金 属 封 鎖 剤 、 安 定 化 剤 、 及 び 界 面 活 性 剤 か ら な る 群 か ら 選
択 さ れ る １ 種 以 上 の 物 質 が 含 ま れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
さ ら に 、 第 １ の 試 薬 及 び 第 ２ の 試 薬 以 外 に 、 必 要 に 応 じ て 第 ３ の 試 薬 を 用 意 し て 混 合 し て
も よ い 。 第 ３ の 試 薬 は 、 例 え ば 、 腐 食 防 止 剤 、 ｐ H調 整 剤 、 金 属 封 鎖 剤 、 安 定 化 剤 、 及 び
界 面 活 性 剤 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る １ 種 以 上 を 含 有 す る 試 薬 と し て 調 製 さ れ 、 使 用 に 際
し て 第 １ の 試 薬 及 び 第 ２ の 試 薬 と と も に 混 合 さ れ る 。 必 要 に 応 じ て 得 ら れ た 混 合 物 を 水 で
希 釈 し た 後 に 使 用 す る こ と も で き る 。 水 で 希 釈 し て 使 用 す る 場 合 は 、 第 １ の 試 薬 、 第 ２ の
試 薬 、 及 び 第 ３ の 試 薬 を 任 意 の 順 序 で 混 合 す る こ と が で き る が 、 ３ 者 を 同 時 に 混 合 す る か
、 あ る い は 第 １ の 試 薬 を 最 後 に 混 合 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 殺 菌 処 理 の た め に そ の ま ま 使 用 す る こ
と も で き る が 、 他 の 殺 菌 剤 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 他 の 殺 菌 剤 と
混 合 し て 用 い る こ と が で き 、 必 要 に 応 じ て 混 合 物 を 水 で 希 釈 後 に 使 用 す る こ と も で き る 。
本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 用 い た 殺 菌 処 理 の 前 後 に 他 の 殺 菌 剤 を 用 い た 殺 菌 処 理 を 採 用
し て も よ い 。 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性 組 成 物 と 組 み 合 わ せ る べ き 殺 菌 剤 の 種 類 は 特 に 限 定 さ れ
な い が 、 例 え ば 、 過 酢 酸 、 過 酸 化 水 素 水 、 グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 、 オ ル ト フ タ ル ア ル デ ヒ ド
、 又 は 消 毒 用 エ タ ノ ー ル な ど が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 使 用 す る 際 に 、 ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸
が 所 望 の 濃 度 以 上 含 ま れ て い る こ と を 検 出 す る た め の 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 化 学 的
又 は 電 気 化 学 的 原 理 に 基 づ く イ ン ジ ケ ー タ ー を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 化 学 的 原 理 に 基 づ
く も の と し て は 酸 化 還 元 に よ る 発 色 や ｐ Ｈ に よ る 発 色 な ど が 挙 げ ら れ 、 電 気 化 学 的 原 理 に
基 づ く も の と し て は パ ル ス 電 流 測 定 や 溶 液 の 抵 抗 測 定 、 あ る い は 電 位 差 電 流 測 定 な ど が 挙
げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 廃 棄 方 法 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 大 量
の 水 で 希 釈 す る こ と に よ っ て 化 学 平 衡 が 移 動 し て ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 が 対 応 す る カ ル ボ
ン 酸 に 変 化 す る た め 、 環 境 に 対 し て 低 負 荷 の 状 態 で 廃 棄 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明
の 方 法 に よ り 提 供 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 不 活 性 化 処 理 し た 後 に 廃 棄 す る こ と も 可 能 で
あ る 。 不 活 性 化 処 理 は ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 量 を 減 少 さ せ る 処 理 の こ と で あ り 、 そ の 方 法
は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 還 元 剤 等 に よ る 処 理 、 紫 外 線 の 照 射 、 高 ｐ Ｈ 化 処 理 、 又 は
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超 音 波 照 射 な ど の 手 法 が 挙 げ ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
以 下 、 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 の 範 囲 は こ れ ら の 実 施 例
に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
な お 以 下 の 実 施 例 に お い て 、 化 合 物 １ は 東 京 化 成 （ 株 ） 社 製 の 試 薬 を 用 い た 。
Ａ ． 過 酸 化 水 素 水 と ア シ ル 化 合 物 と の 混 合 に よ る ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 の 調 製
（ 実 施 例 １ ）
ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 を 用 い て 調 製 し た ０ ． ７ ５ ％ 過 酸 化 水 素 水 溶 液 （ pH３ ． １ ）
４ ０ mlに 、 化 合 物 １ （ ０ ． ３ ２ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
（ 実 施 例 ２ ）
ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 を 用 い て 調 製 し た ０ ． ５ ６ ％ 過 酸 化 水 素 水 溶 液 （ pH３ ． １ ）
４ ０ mlに 、 化 合 物 １ （ ０ ． ２ ４ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
（ 実 施 例 ３ ）
ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 を 用 い て 調 製 し た ０ ． ５ ０ ％ 過 酸 化 水 素 水 溶 液 （ pH３ ． １ ）
４ ０ mlに 、 化 合 物 １ （ ０ ． ２ ２ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
（ 実 施 例 ４ ）
ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 を 用 い て 調 製 し た ０ ． ３ ８ ％ 過 酸 化 水 素 水 溶 液 （ pH３ ． １ ）
４ ０ mlに 、 化 合 物 １ （ ０ ． １ ６ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
過 酸 化 水 素 水 溶 液 に 化 合 物 １ を 加 え た 時 点 を 開 始 点 と し て 、 実 施 例 １ ～ ４ に 示 し た 水 性 組
成 物 中 の 過 酢 酸 濃 度 の 推 移 （ 室 温 ） を 時 間 経 過 と 共 に 追 跡 し た 結 果 を 図 １ に 示 す 。 被 検 液
中 の 過 酢 酸 濃 度 は 、 Sully B. D.及 び Williams P. L.ら に よ る Analyst、 ８ ７ 、 ６ ５ ３ ～ ６
５ ７ 頁 （ １ ９ ６ ２ 年 ） に 記 載 の 方 法 に 準 じ て 測 定 し た 。 本 測 定 法 は 、 過 酸 平 衡 溶 液 中 の 過
酸 及 び 過 酸 化 水 素 の 濃 度 を 測 定 す る 方 法 と し て 標 準 的 な も の で あ る 。 図 １ に 示 し た よ う に
、 い ず れ の 組 成 物 に お い て も 過 酢 酸 が 速 や か に 調 製 さ れ て お り 、 特 に 実 施 例 １ ～ ３ の 溶 液
で は １ ５ 分 以 内 に 過 酢 酸 が 最 高 濃 度 に 到 達 し 、 時 間 経 過 と 共 に 過 酢 酸 の 濃 度 低 下 が 観 測 さ
れ た 。 一 方 、 こ の 濃 度 の 低 下 は 非 常 に 緩 や か な も の で あ り 、 一 定 レ ベ ル の 殺 菌 活 性 が 長 時
間 に わ た っ て 維 持 さ れ て 、 か つ 繰 り 返 し 使 用 し て も 十 分 な 殺 菌 力 が 保 た れ る こ と が 確 認 で
き た 。 な お 、 実 施 例 １ ～ ４ に お い て 溶 液 の ｐ Ｈ は 常 に 酸 性 状 態 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
Ｂ ． 過 酸 化 水 素 源 （ 過 ホ ウ 酸 ナ ト リ ウ ム ） と ア シ ル 化 合 物 と の 混 合 に よ る ペ ル オ キ シ カ ル
ボ ン 酸 の 調 製
（ 実 施 例 ５ ）
２ ０ mMク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 （ ４ ０ ml） に 過 ホ ウ 酸 ナ ト リ ウ ム （ １ ． ３ ４ ｇ ） 及 び
濃 硫 酸 （ ２ ３ ２ μ l） を 加 え 、 さ ら に 化 合 物 １ （ ０ ． ３ ２ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
（ 比 較 例 １ ）
２ ０ mMク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 （ ４ ０ ml） に 、 過 ホ ウ 酸 ナ ト リ ウ ム （ １ ． ３ ４ ｇ ） を
溶 解 さ せ 、 さ ら に 化 合 物 １ （ ０ ． ３ ２ ｇ ） を 室 温 で 溶 解 さ せ た 。
※ 実 施 例 ５ 及 び 比 較 例 １ は 過 酸 化 水 素 に 換 算 し て ０ ． ７ ５ ％ 溶 液 に 相 当 す る 。
化 合 物 １ を 加 え た 時 点 を 開 始 点 と し て 、 実 施 例 ５ 及 び 比 較 例 １ に 示 し た 水 性 組 成 物 中 の 過
酢 酸 濃 度 の 推 移 を 時 間 経 過 と 共 に 追 跡 し た 結 果 を 図 ２ に 示 す 。 比 較 例 ３ は 溶 液 の ｐ Ｈ が 常
に 塩 基 性 で あ り 過 酢 酸 濃 度 が 急 激 に 低 下 し た の に 対 し 、 実 施 例 ５ （ ｐ Ｈ 調 整 剤 と し て 硫 酸
を 加 え て 酸 性 状 態 に し た も の ） で は 殺 菌 用 水 性 組 成 物 と し て 繰 り 返 し 使 用 可 能 な レ ベ ル ま
で 過 酢 酸 濃 度 が 維 持 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
（ 実 施 例 ６ ）
３ － エ ト キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 （ ５ ２ ． ７ ０ ｇ ） を 塩 化 メ チ レ ン （ ２ ０ ０ ｍ ｌ ） に 溶 解 し 、 室
温 下 で 塩 化 オ ギ ザ リ ル （ ４ ９ ． ５ ｍ ｌ ） を 滴 下 し た 。 滴 下 終 了 後 室 温 で １ 時 間 攪 拌 し 、 油
浴 で ４ ０ ℃ に 加 温 し て さ ら に １ 時 間 反 応 さ せ た 。 反 応 混 合 物 を 減 圧 留 去 し 、 得 ら れ た 残 渣
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を 減 圧 蒸 留 （ 沸 点 ５ ６ ～ ５ ８ ℃ ／ １ ５ ｍ ｍ Ｈ ｇ ） し て ３ － エ ト キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 ク ロ リ ド
（ ４ ６ ． ７ ｇ 、 収 率 ７ ７ ％ ） を 得 た 。
窒 素 気 流 下 、 イ ミ ダ ゾ ー ル （ ４ ６ ． ５ ｇ ） を テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン （ ５ ０ ０ ｍ ｌ ） に 溶 解 し
、 ３ － エ ト キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 ク ロ リ ド （ ４ ６ ． ７ ｇ ） を 滴 下 し 室 温 で １ 時 間 攪 拌 し た 。 反
応 液 中 に 生 じ た 塩 を 濾 別 し 、 得 ら れ た 残 渣 を 濃 縮 し 減 圧 乾 燥 す る こ と で 目 的 と す る 化 合 物
１ ０ （ ５ ７ ． ６ １ ｇ 、 定 量 的 収 率 ） を 合 成 し た 。
上 記 で 調 整 し た 化 合 物 １ ０ （ ０ ． ３ ４ ｇ ） を 、 ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 緩 衝 溶 液 を 用 い て 調 製
し た ０ ． ５ ０ ％ 過 酸 化 水 素 水 溶 液 （ ｐ Ｈ ３ ． １ ） ４ ０ ｍ ｌ に 室 温 で 溶 解 さ せ た 。 化 合 物 １
０ を 加 え た 時 点 を 開 始 点 と し て 、 実 施 例 ５ と 同 様 に 水 性 組 成 物 中 の 過 酢 酸 濃 度 の 推 移 を 時
間 経 過 と 共 に 追 跡 し た 結 果 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ よ り 、 実 施 例 ５ と 同 様 に 、 殺 菌 用 水 性 組 成
物 と し て 繰 り 返 し 使 用 可 能 な レ ベ ル ま で 過 酢 酸 濃 度 が 維 持 さ れ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
Ｃ ． 抗 微 生 物 活 性 評 価
本 発 明 の 方 法 に よ り 提 供 さ れ た 殺 菌 用 水 性 組 成 物 の 芽 胞 に 対 す る 抗 微 生 物 活 性 を 評 価 し た
。 厚 生 労 働 省 通 知 　 衛 乳 第 10号 （ 平 成 8年 1月 29日 ） の 芽 胞 原 液 調 製 法 を 参 考 に Bacillus s
ubtilis IFO3134の 芽 胞 を 調 製 し た 。 具 体 的 に は Bacillus subtilis IFO3134を Nutient Ag
ar（ Difco） 上 で 1週 間 、 37℃ で 培 養 し 、 約 90 %の 芽 胞 形 成 率 を 確 認 し た 。 こ の 菌 を 滅 菌 水
3 mLに 懸 濁 し 、 振 と う し な が ら （ 160 rpm） 65℃ で 30分 間 加 熱 処 理 し 栄 養 型 を 死 滅 さ せ た
。 こ れ を 遠 心 分 離 （ 3000 rpm） し た 後 、 上 清 を 捨 て 滅 菌 水 3 mLを 加 え 芽 胞 原 液 と し た 。 こ
の 芽 胞 原 液 を 1.1× 10 9  cfu/mLに な る 様 に 調 整 し 、 以 下 の 抗 微 生 物 活 性 評 価 に 供 し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
抗 微 生 物 活 性 評 価 は 坂 上 ら の 方 法 （ J. Antibact. Antifung. Agents.、 26巻 、 605～ 601ペ
ー ジ 、 1998年 ） に 従 っ て 実 施 し た 。 具 体 的 に は 、 0.2μ mの フ ィ ル タ ー 濾 過 を 行 っ た 各 サ ン
プ ル 水 溶 液 225μ Lに 前 記 方 法 に よ り 調 製 し た 芽 胞 懸 濁 液  25μ Lを 加 え 、 25℃ で 一 定 時 間 反
応 さ せ た （ 混 合 後 菌 濃 度 ： 1.1× 10 8 cfu/mL） 。 こ の 水 溶 液 か ら 2μ Lを サ ン プ リ ン グ し 、 2 
mLの SCDLP培 地 （ 日 水 製 薬 ） に 加 え 160 rpm、 37℃ で 48時 間 培 養 し 、 菌 の 生 育 の 有 無 を 調 べ
た 。 ま た 、 同 反 応 液 25μ Lを 0.1Nチ オ 硫 酸 ナ ト リ ウ ム 、 1%カ タ ラ ー ゼ の 混 合 水 溶 液 225μ L
に 添 加 し ペ ル オ キ シ カ ル ボ ン 酸 及 び 過 酸 化 水 素 を 不 活 性 化 し た 後 、 SCDLP寒 天 培 地 （ 日 水
製 薬 、 25 mL/シ ャ ー レ ） に 100μ Lを ま き 、 37℃ で 48時 間 培 養 後 に コ ロ ニ ー の 形 成 を 目 視 で
観 察 し た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 実 施 例 ４ 、 実 施 例 ５ 、 及 び 実 施 例 ６ に て 調 製 し た １ 時 間 後 の 溶 液 を
用 い 、 こ れ ら に つ い て 前 記 方 法 に 従 い 抗 菌 活 性 を 評 価 し た 。 結 果 を 表 １ に 示 す 。 表 中 の 時
間 は サ ン プ ル 溶 液 と 芽 胞 懸 濁 液 と の 接 触 時 間 を 示 し 、 過 酢 酸 濃 度 は 反 応 開 始 １ 時 間 後 に 測
定 し た 実 測 値 を 示 し た 。 表 中 ＋ は 液 体 培 養 で の 菌 体 増 殖 又 は 寒 天 培 養 で の コ ロ ニ ー 形 成 が
認 め ら れ た こ と 、 － は 液 体 培 養 で の 菌 体 増 殖 又 は 寒 天 培 養 で の コ ロ ニ ー 形 成 が 認 め ら れ な
か っ た こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ５ 】
上 記 の 結 果 よ り 、 本 発 明 の 方 法 に よ り 提 供 さ れ る 殺 菌 用 水 性 組 成 物 は 市 販 さ れ る 内 視 鏡 用
消 毒 薬 と 同 等 以 上 の 強 い 抗 菌 活 性 を 示 す こ と が 分 か っ た 。 市 販 さ れ る 高 濃 度 の 過 酢 酸 溶 液
は 皮 膚 や 眼 な ど へ の 刺 激 性 や 、 過 酸 由 来 の 刺 激 臭 が あ る た め 、 実 際 に 消 毒 薬 と し て 取 扱 う
場 合 に は 作 業 者 へ の 負 荷 が 大 き く 、 換 気 等 の 対 応 が 必 須 で あ っ た が 、 本 発 明 の 殺 菌 用 水 性
組 成 物 は 低 刺 激 性 か つ 低 臭 気 で あ り 、 用 時 に 安 全 か つ 速 や か に 殺 菌 用 水 性 組 成 物 を 調 製 す
る こ と が で き 、 医 療 用 具 な ど の 殺 菌 を 安 全 に 負 荷 な く 実 施 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ ～ ４ に 示 し た 水 性 組 成 物 中 の 過 酢 酸 濃 度 の 推 移 を 時 間 経 過 と 共 に 追 跡 し
た 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 ５ 及 び 比 較 例 １ に 示 し た 水 性 組 成 物 中 の 過 酢 酸 濃 度 の 推 移 を 時 間 経 過 と 共
に 追 跡 し た 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 ６ に 示 し た 水 性 組 成 物 中 の 過 ３ － エ ト キ シ プ ロ ピ オ ン 酸 濃 度 の 推 移 を 時 間
経 過 と 共 に 追 跡 し た 結 果 を 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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